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東北ハイテク研究会セミナー「植物品種のブランド化のための知財戦略」を、令和4年１１月2４

日（木）に Online で開催しました。当日は全国各地から91名の参加者が集まり、ご講演・意見交換

が行われました。 

ニュースレター第 66 号では、このセミナーの概要についてお知らせします。 

 

 

 

新しく開発された植物品種は開発した人に種苗法により知的財産権の一種である育成者権を与え

ることで、新品種の育成の振興が図られてきました。しかし、ブランド化により付加価値を高め、か

つ広く普及させていくためには種苗法だけでなく様々な知的財産の保護に関する方策を活用するこ

とも視野に入れる必要があります。 そこで、植物品種の保護に関係する権利について幅広く学ぶとと

もに、ブランド化を図る際にどのような対応が必要か、またその普及に向けてどのような方策がとら

れているかについて、話題を提供いただき、今後の植物品種のブランド化や普及のあり方について考

えます。 

 

 

日  時：令和４年１１月２４日（木） １3：３０～１６：０0 

開催方法：Zoom ウェビナーによるオンライン開催 

主  催：農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究推進課産学連携室 

        東北地域農林水産・食品ハイテク研究会 

  共  催：独立行政法人工業所有権情報・研修館（INPIT） 

         

 

＜講演＞ 

１）植物品種のブランド化のための知財戦略 

 （１）基調講演 

押久保政彦国際商標特許事務所 押久保 政彦 氏 

 （2）具体的事例 

 ①イチゴ品種「あまおう」 

（公財）福岡県農業振興推進機構理事長 鐘江 義広 氏 

(No.66 2022.12) 

セミナーの目的 

開催の日時と方法 

セミナーブログラム 
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 ②サツマイモ品種「シルクスイート」 

カネコ種苗（株）バイオナーサリー部 部長代理 上島 武 氏 

2）知的財産を活用するための総合的な支援活動について 

独立行政法人工業所有権情報・研修館（INPIT） 大野 瑛子 氏 

・意見交換 

    

 

押久保氏の基調講演では、１）農業における知的財産権の種類、２）品種登録と商標登録の違い、

３）それらを踏まえた植物品種のブランド化のための知財戦略に関する説明があった。 

１）では、農業関係の知的財産権は育成された品種を保護する育成者権に加え、その品種を用いて

開発された商品やサービスに使用する名称やロゴなどを保護する商標権などがあり、それらが相互に

補完しあって、新しい品種のブランド化や商品としての広がりを可能にしていくことが示された。 

スライド１-１ 知的財産権の種類 

 

２）については、育成権を保護する品種登録制度と商標権を保護する商標登録制度についてその

メリットデメリットがあり（スライド 1－2）、品種登録制度では育成者権が保護されるが、期間は

一般的には 25 年で、それを超えると保護されないこと、商標登録制度では名称やロゴなどが保護

され、期間も継続すれば永久的であるが、使用実態がない場合は請求により取り消される場合があ

ることが示された。また、品種登録された名称は商標として登録できないとのことであった。 

また、商標はその製品を簡潔に可視化して、他の商品との区別を通してブランド化に活用しよう

とするもので、商標権の取得と相俟ってその価値を高めようとするものであるとのことが説明され

た（スライド 1－3）。 

講演と質疑討論の内容 
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スライド 1-2 品種登録制度と商標登録制度のメリットとデメリット 

 

 

スライド 1-３ 商標と商標権の関係 

 

３）については、品種などの技術は育成者権や特許を取得することで保護し、栽培技術などのノウ

ハウはクローズドのままでノウハウ管理や営業秘密管理を厳重に行うことで外部への流出を抑止し、

流通や販売においてはデザインやネーミングなどを活用し、それを商標権や意匠権で保護することで

ブランド化の円滑な実践が可能であるとの説明であった（スライド 1－4）。いずれにしても、様々な

知的財産権を活用して権利保護の空白がないようにしつつ、最も効果的な対策を取ることが重要との

ことであった。 
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スライド１-４ 知財活用の考え方 

 

鐘江氏の講演ではイチゴ品種「あまおう」における商標登録の活用例が報告された。 

福岡県ではイチゴの栽培が盛んであったが、「あまおう」以前に普及していた「とよのか」は、食味

は高い評価を得ていたものの、厳寒期に着色が進まず、果実に陽を当てるための作業に多くの労力を

要していた。また、「さちのか」や「とちおとめ」など、着色に優れた品種が台頭し、価格が低下して

いた。そこで、①厳寒期にも果実が赤く色づく（赤い「あ」）、②果実が大きく、収穫・パック詰めが

省力でき（丸くて大きい「ま」、「お」、③美味しい（うまい「う」）が育成された（スライド 2－1）。 

ブランド化のため品質の管理と認知度の向上に取り組み、育成の 3 年後には県内で広く普及するよ

うになった（スライド 2－2）。販売価格は他県より、かなり高い水準を維持している。 

商標を用いた普及は当時の県知事が特許庁長官を経験していたこともあり、商標の重要性を熟知し

ていたことから、トップダウンで実施され、品種許諾は県内に限定し、品種、商標ともに海外での登

録も行っており、現時点で目立った権利の侵害はないとのことである。 

スライド２－１ 「あまおう」の概要と知的財産権の取得 
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スライド２－２ 「あまおう」の普及のための取り組み 

 

上島氏の講演ではサツマイモ品種「シルクスイート」における商標登録の活用例が紹介された。 

カネコ種苗では「シルクスイート」を育成する以前に、ヤマノイモで「ネバリスター」という品種

を育成し、品種登録をしていたが、産地が限定されるため、種子販売時に覚書を交わし、青果販売時

の名称は自由だが、品種名「ネバリスター」を明記するよう契約していた。しかし、これでは育成し

たメーカーと品種名が生産地では一致して覚えてもらえず、メーカーのモチベーションを高める意味

もあって、「シルクスイート」では品種登録の名称と商標を分けて販売するようにした（スライド 3

－1）。 

これにより、登録品種名と商標名が一致せず、その整合性把握が困難であるだけでなく、特に種苗

法改正により表示方法が厳格化されたことで、種苗出荷時、広告宣伝時などで混乱するという問題が

生じ、また、「登録品種＝商標名」の考え方から抜け出せない、青果の生産方法や品質まで含めた商

標取得（ブランド化）は困難といった課題が生じた。しかし、優れた品種を出し、その名称を商標と

して登録すれば、新品種の親しみやすい愛称として、会社の知名度アップに貢献するというメリット

があった、とのことであった。 

スライド３-１ 「シルクスイート」の概要と知的財産権の取得 

スライド３－２ 品種登録と商標登録に対する考え方 
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大野氏の講演では INPIT が行っている知的財産活用のための支援活動が紹介された。各県の支部に

無料相談窓口が設置されており、ぜひ有効に活用していただきたいとのことであった。 

 

  

スライド４-1 INPIT とその事業内容 

 

 

＜質疑討論の内容＞ 

本セミナーは Online 開催であり、内容がやや専門的なところもあったため比較的質問は少なかっ

た。一方で講師の間で興味深い意見交換が行われた。 

まず、商標登録にかかる経費や対象についての質問に対し、押久保氏から具体的な例を示しながら

丁寧に回答があった。また、品種と商標のいずれも登録された場合、いずれに対してもパテントを支

払うことになり、種苗が高価にならないかの質問に対しても、押久保氏は種苗が売れて、普及するこ

とが重要であるので、開発者としてもケースバイケースでその適用を行っていくのではないかとの回

答があった。 

さらに、押久保氏から新しく育成された品種の販売戦略を明確にしておくことが重要であり、技術

は育成者権や特許権を活用し、場合によっては GI 制度を用いて保護し、ノウハウなどは内部管理を

徹底し、流通や販売の過程では商標権や意匠権などで最も利益を上げやすい形で活用すべきであるが、

それは企業などによって異なることが指摘された。 

 

 

 

なお、本セミナーに関する資料を当研究会の HP（下記 URL）に掲載していますので、ご参考にし

ていただければ幸いです。 

https://tohoku-hightech.jp/seminar.html 

 


